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１．はじめに 

我が国では，人々の暮らしを豊かにするため，また新たな交

流や地域づくりに資するため，多くの社会資本が整備されて

きた．しかし，人口減少の時代に突入し投資余力が減少する

これからの時代は，安全・安心な社会・経済活動を維持して

いくために，従来の「つくる」という発想から過去に生み出

した資産を「まもり・活用」するという発想への転換が必要

となっている．その中で，アンカー工は，昭和 30 年代より擁

壁や斜面の安定性の確保，地すべり防止，構造物の補強等に

おける有効な工法として広く利用されてきている重要な社会

資本である．（社）日本アンカー協会によれば，平成 16 年度

には，永久アンカーにおいて約 2,200 件，施工延長約 1,100km

にも及ぶ施工が行われているとの報告がある 1)．ところで，

アンカー工は，他の抑止工（鋼管杭，深礎杭等）と比較して

構造が複雑であるとともに，地中に埋設され，過酷な自然環

境下に置かれるため維持管理が必要であると考えられる．し

かし，現在まで十分な維持管理が行われておらず，今後も現

在のままの状態が続くと，経年劣化あるいは自然災害により

重大な事故の発生が考えられる．幸いにも現在まで顕在化す

る大きな事故は報告されていないが，現実には劣化，機能低

下がかなり進んでいるものも多数あり，特に予想される大規

模地震あるいは集中豪雨等の自然災害等により大きな問題が

顕在化する可能性が高く，ひとたび問題が顕在化した場合，

社会・経済活動に与える影響は甚大となるものと考えられる． 

アンカーの維持管理に関し，グラウンドアンカー設計・施

工基準，同解説 2）では，「責任技術者が定期的に点検，観測

および計測を行い，必要に応じて再緊張，アンカーの増打ち

あるいは緊張力緩和などの適切な対策を講じる」ことを求め

ている．現在，アンカーの健全度を評価する上で，目視によ

る点検調査に加え，既設アンカーの残存引張り力を適切に評

価することが求められている．現在，アンカーの残存引張り

力を評価する方法として，センターホール型ジャッキを用い

たリフトオフ試験が実施されている．センターホール型ジャ

ッキは，機器が大きく重いため，足場の仮設，クレーン等に

よる搬入・撤去，場合によっては道路の通行規制が必要とな

り，リフトオフ試験を実施する場合大掛かりとなるため，ア

ンカー健全度を評価する上でのリフトオフ試験は，法面全体

の 5%～10%程度のアンカーを対象とした調査が基本とされ 3)，

十分でないことが考えられる．大窪ら 4)はグラウンドアンカ

ーの維持管理において，法面全体の安定性を効率的に把握す

る点検技術の必要性，およびアンカーされた法面に対して迅

速に対応が行える効率的な点検手法の開発の必要性を述べて

いる． 

これに対し，従来の機器と比べ大幅な小型・軽量化を図り，

従来はリフトオフ試験が困難であったのり面でさえ足場を必

要とせず，人力での搬入撤去により，短期間で迅速に緊張力

調査のためのリフトオフ試験の実施が可能な SAAM ジャッキ

の開発を行い，はじめて既設アンカーのり面の残存引張り力

の面的調査を可能にした 5)． 

本報文では，新規に開発を行った SAAM ジャッキの概要を示

すとともに，既設アンカーの残存引張り力の面的調査につい

ての報告を行う． 

 

２．SAAM ジャッキの概要 

SAAM ジャッキは，グラウンドアンカーの維持管理を目的と

したリフトオフ試験専用油圧ジャッキで，従来のセンターホ

ール型ジャッキと比べ，小型・軽量，および高い汎用性を有

し，迅速に既設グラウンドアンカー工の残存引張り力の確認

を行うことができる．図-1 に SAAM ジャッキおよび従来のセ

ンターホール型ジャッキによるリフトオフ試験の状況を，ま
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